


各部のなまえと取り付け方

器具と被照射面は100cm以上離してください。

　火災の原因となります。

100cm以上

被照射面

警告

●器具質量（約0.7kg）に十分耐えるよう取付部の強度を確保してください。
●ロックウール等のやわらかい天井に取り付ける場合、必ず取付金具と天井の間に補強材を入れてください。
●補強材を入れる場合、天井内で動かないよう固定してください。

1.取付前の確認

2.天井に埋込穴をあける。

●指定埋込穴径φ150mmに対して+3～-0mmの範囲であけてください。

警告
断熱材施工天井に取り付けない。

火災の原因になります。

取付可能天井厚　5～35㎜

断熱材施工
不  可

不完全取付は、器具落下の原因になります。

注意

器具の外郭が天井内の造営物、ダクトに触れない
火災・感電の原因

注意

4.本体を埋込穴に入れる。
●本体を埋込穴に挿入する。

7.ランプをランプソケットに確実にねじ込む。

6.反射板を板バネに合わせて取り付ける。

8.工事完了時にランプが正常に点灯するか確認してください。
　 万が一点灯しない場合は、下記項目をチェックしてください。

 　・電源電圧は安定器に表示されている定格どおりか。
　 ・配線は正しく接続されているか。
　 ・ランプはランプソケットに正しく取り付いているか。

取付金具

取付金具を強く引き下げ固定してください。

スリット内に爪
が落ち込まな
いようにしてく
ださい。

スリット 爪

爪

押し上げる

本体

・取付金具を押さえながら本体を
　押し上げてください。

　　①
押さえる

5.本体を固定する。

不完全取付は、器具落下の原因になります。

注意

本体をはずす場合

次のように取付金具をはずしてから
本体を取りはずしてください

　①
押さえる

②

強く引き
下げる

3.安定器出力線を接続する。

●安定器出力線を端子台にしっかりと差し込み、
　プラスドライバーで締め付ける。
＊高圧側出力線（赤線）は端子台の「高圧側」表示のある端子に接続してください。

＊安定器の設置・電源線の接続は、安定器の取扱説明書を参照してください。

●アース線をアースねじに接続し、Ｄ種接地工事を行う。

＊端子台は安定器との接続専用です。送り配線はできません。
＊安定器出力線・電源線は、本体・反射板に接触させないでください。
　火災・感電の原因となります。

接続が不完全な場合、漏電・火災の
原因になります。

警告

ア－ス工事は電気設備の技術基準に従い行う。
(ア－ス工事が不完全な場合は感電・火災の原因）

安定器（別売）

ソケット

ランプ

反射板

電源線は断熱材・防音材の上側にくるようにしてください。
住宅での断熱施工天井ではご使用できません。

断熱材
防音材

断熱材
防音材

本体

安定器

10cm以上
離す

10cm以上
離す

10cm以上離す
10cm以上
離す

10cm以上
離す

10cm以上
離す

反射板は３本の取付バネの
内側に確実に引っかかるよう
に取付けてください。

不具合取付は反射板外れの

原因になります

注意

埋込穴径

確実に接続する

板バネ

φ150   mm+3
-0

本体

反射板

ランプ（別売）

板バネ

端子台

アースねじ

ソケット

警告

片側ずつ押して取付金具をはずす。
はずれる時は、カチッと音がします。

上げる

③

押す

②

押す

取付金具

①

高圧側出力線(赤線)

アース線

プラスドライバー
ねじ止め

高圧側




